
反
対
討
論

小
池
春
雄　

議
員

　

低
所
得
者
が
多
く
加
入

し
て
い
る
国
保
会
計
へ
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

の
増
額
を
切
に
願
い
、
反

対
で
す
。

反
対
討
論

小
池
春
雄　

議
員

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
学

校
給
食
の
民
間
委
託
が
始

ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が

明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
町
長
の
選
挙
公

約
で
あ
る
、
給
食
費
無
料

化
へ
の
さ
ら
な
る
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

反
対
で
す
。

賛
成
14
・
反
対
１
で
可
決

賛
成
討
論

髙
山
武
尚　

議
員

　

昨
年
、
国
保
税
の
引
き

下
げ
を
実
施
し
、
ま
た
一

般
会
計
か
ら
も
２
億
２
２

２
５
万
円
の
繰
り
入
れ
で

被
保
険
者
の
負
担
の
軽
減

を
行
っ
て
お
り
、
賛
成
で

す
。

賛
成
14
・
反
対
１
で
可
決

特別会計予算平成28年度

国
民
健
康
保
険
事
業

学
校
給
食
事
業

　まちには、一般会計のほか７つの特別会計、１つの企業会計があります。特別会計は、特定の事業や
特定の収入で事業を行う場合に、一般会計と区別して設置します。
　各会計ともにおおむね例年並みの予算ですが、国民健康保険事業特別会計は、社会保障制度改革によっ
て、加入者が激減しているので、減額となっています。また、水道事業会計は、石綿管布設替え工事が
予定されているため、増額となっています。

6

区　　　分 平成２８年度予算額 増　減　額 増　減　率

特別会計

学校給食事業 １億１，６４１万円 １４９万円 １．３％

公共下水道事業 ３億５，９５９万円 １，９１３万円 ５．６％

国民健康保険事業 ２３億４，０６８万円 ▲７，３９４万円 ▲３．１％

農業集落排水事業 １億６，０８３万円 ４６５万円 ３．０％

住宅新築資金等貸付事業 ３８３万円 ▲３７万円 ▲８．８％

介護保険事業 １３億７，３８９万円 １，５７０万円 １．２％

後期高齢者医療事業 １億６，３３４万円 ５８万円 ０．４％

企業会計 水道事業 ６億６，２５３万円 ５，９４６万円 ９．９％

当初予算額　比較

定
例
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一
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計
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会
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反
対
討
論

平
形　

薫　

議
員

　

学
校
の
教
師
な
ど
に
ポ

ケ
ッ
ト
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｔ
２
を
携

帯
さ
せ
、
客
観
的
に
症
状

を
観
察
さ
せ
、
判
断
さ
せ

る
こ
と
は
、
教
育
現
場
に

過
度
の
責
任
を
負
わ
せ
る

こ
と
と
な
り
、反
対
で
す
。

賛
成
討
論

小
池
春
雄　

議
員

　

武
道
が
必
修
化
さ
れ
、

ま
ち
で
も
柔
道
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
事
故
が
起

き
た
場
合
の
対
応
を
心
配

し
て
い
る
保
護
者
も
い
ま

す
。
教
師
に
ポ
ケ
ッ
ト
Ｓ

Ｃ
Ａ
Ｔ
２
の
携
帯
を
義
務

づ
け
る
こ
と
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
、
賛
成
で
す
。

賛
成
１
・
反
対
14
で
不
採
択

20
年
後
の
ま
ち
の
姿
を
展
望

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
石
関
さ
ん

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
、
20
年
後
の
ま
ち

の
姿
を
展
望
し
た
う
え

で
、将
来
像
を
明
確
に
し
、

そ
の
実
現
へ
向
け
て
の
大

き
な
道
筋
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
す
。ま
ち
で
は
、

平
成
13
年
に
策
定
し
ま
し

た
が
、
状
況
が
大
き
く
変

化
し
た
た
め
、
改
定
す
る

も
の
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
に
石
関

秀
一
さ
ん
（
南
下
・
60
歳
）

を
推
薦
す
る
町
長
の
諮
問

に
対
し
、
議
会
は
全
会
一

致
で
適
任
と
認
め
答
申
し

ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人

権
相
談
や
人
権
思
想
の
啓

発
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

任
期
は
３
年
で
す
。

全
会
一
致
で
答
申

反
対
討
論

柴
﨑
德
一
郎　

議
員

　

本
案
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
に
よ
る
各
業
務
プ

ロ
セ
ス
の
踏と

う

襲し
ゅ
う

に
不
備
・

矛
盾
を
感
じ
ま
す
。ま
た
、

前
回
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性

な
ど
納
得
で
き
る
プ
ラ
ン

と
は
言
い
難
く
、
住
民
意

見
を
反
映
し
「
見
直
し
検

討
さ
れ
た
」
手
順
で
の
策

定
を
求
め
、反
対
し
ま
す
。

賛
成
討
論

岩
﨑
信
幸　

議
員

　

都
市
計
画
は
、
そ
の
目

的
の
実
現
に
は
、
時
間
を

要
す
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
本
来
長
期
的
な
見
通

し
を
も
っ
て
定
め
ら
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
回

の
改
定
は
、
20
年
後
を
見

据
え
た
計
画
で
あ
り
、
賛

成
で
す
。

賛
成
11
・
反
対
４
で
可
決

7

陳 情

件名 申請者 結果

陳
情

第
１
号

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、その危険
性や予後の相談の出来る窓口などの設置を求める陳情

軽度外傷性脳損傷仲間の会
代表　藤本　久美子

不採択

定
例
会
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般
会
計

特
別
会
計

陳
情 

他

施
政
方
針

へ
の
質
問

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧 

他

一
般
質
問

委
員
会
視
察

子
ど
も
議
会

ま
ち
の散歩

道 

他


	議会だより111号-6p
	議会だより111号-7p

